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学校法人北星学園は創立130周年を迎えました。

２
０
１
７
年
10
月
21
日
（
土
）、

２
０
１
６
年
度
北
星
学
園
大
学
同

窓
会
総
会
・
懇
親
会
が
札
幌
全
日

空
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
４
時
半
か
ら
の
定
期
総
会

に
は
51
名
の
方
が
出
席
さ
れ
、
議

案
１
『
２
０
１
６
年
度
活
動
報

告
・
会
計
決
算
報
告
及
び
会
計
監

査
報
告
に
つ
い
て
』、
議
案
２

『
２
０
１
７
年
度
活
動
計
画
・
会
計

予
算
に
つ
い
て
』、
議
案
３
『
会
則

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
』、
議
案
４

『
役
員
の
改
選
に
つ
い
て
』
を
そ
れ

ぞ
れ
協
議
し
ま
し
た
。今
年
は「
同

窓
会
独
自
の
奨
学
金
制
度
を
立
ち

上
げ
た
い
」、「
役
員
の
任
期
制
を

設
け
て
は
ど
う
か
」
な
ど
、
活
発

な
意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
は
概
ね
原
案
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
が
、
事
務
局
と
し
て
今
後

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
が
多
く
あ
る
こ
と
を
実
感

い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
懇
親
会
に
は

１４４
名
の

方
が
出
席
さ
れ
、
日
髙
チ
ャ
プ
レ

ン
の
司
式
に
よ
り
讃
美
歌
、
聖
書

朗
読
、
祈
祷
が
行
わ
れ
、
松
倉
同

窓
会
会
長
、
樋
田
常
務
理
事
よ
り

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
招
待
教
員
と
し
て
本
学

名
誉
教
授
の
鹿
内
啓
子
先
生
を
お

招
き
し
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
鹿
内
先
生
に
お
会
い
し
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
初
め
て
こ
の
懇

親
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
同

窓
生
も
お
り
、
学
生
た
ち
に
大
変

慕
わ
れ
て
い
る
鹿
内
先
生
の
優
し

い
お
人
柄
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
今
年
度
採
用
さ
れ
た

奨
励
生
の
片
山
由
貴
さ
ん
か
ら
も

ご
挨
拶
い
た
だ
き
、
田
村
信
一
学

長
の
乾
杯
で
会
食
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

多
く
の
同
窓
生
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
旧
教
職
員
の
石
川
恒
夫
先

生
、
三
宅
章
介
先
生
、
米
本
秀
仁

先
生
、
舛
森
匡
子
さ
ん
や
各
支
部

の
方
々
も
出
席
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

に
ぎ
や
か
な
懇
親
会
が

続
く
中
、
在
学
生
に
よ
る

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
、「
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル

ぽ
ら
り
す.

」
と
「
演
舞
同

好
会
」
が
出
演
し
、
会
場

を
一
層
沸
か
せ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
窓
会
役
員

表
彰
や
各
支
部
活
動
報
告

が
あ
り
、
支
部
設
立
30
周
年
を
迎

え
た
函
館
支
部
の
畑
中
博
史
支
部

長
の
閉
会
の
乾
杯
で
、
楽
し
く
和

や
か
な
懇
親
会
は
終
了
い
た
し
ま

し
た
。

年
に
一
度
の
こ
の
定
期
総
会
・

懇
親
会
は
、
懐
か
し
い
教
職
員
の

方
や
同
窓
生
同
士
の
親
睦
を
深
め

る
会
と
な
る
こ
と
を
願
い
開
催
し

て
お
り
ま
す
。
今
年
の
定
期
総

会
・
懇
親
会
は
、
２
０
１
８
年
10

月
20
日（
土
）で
す
。
大
谷
地
キ
ャ

ン
パ
ス
で
の
施
設
見
学
を
行
い
、

懐
か
し
い
チ
ャ
ペ
ル
や
新
し
く

　２
０
１
７
年
も
国
内
外
様
々

な
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

海
外
の
話
題
で
は
１
月
に
米
国

で
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
就
任

し
、
彼
の
発
言
は
何
か
と
世
界

で
大
き
な
波
紋
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
日
本
も
10
月
に
衆
議
員

選
挙
が
行
わ
れ
自
民
党
が
圧
勝

と
な
り
今
後
の
日
本
の
方
向
性

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

は
日
々
多
く
の
情
報
の
波
に
さ

ら
さ
れ
な
が
ら
毎
日
を
暮
ら
し

て
い
ま
す
。

　１
９
９
０
年
代
に
イ
ン
タ
ー

　私
は
こ
の
３
月
を
も
っ
て
学

長
の
任
期
を
終
え
、
同
時
に
退

職
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

学
長
就
任
は
２
０
１
２
年
８
月

で
す
が
、
そ
の
前
の
４
か
月

間
、
学
長
事
務
取
扱
と
し
て
執

務
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
実
質

的
に
６
年
間
学
長
の
職
を
遂
行

し
て
き
た
わ
け
で
す
。
こ
の

間
、
本
学
に
は
様
々
な
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
大
学
開
学
50
周

年
記
念
行
事
、
元
学
長
土
橋
信

ネ
ッ
ト
が
目
覚
ま
し
く
普
及
し

て
か
ら
25
年
余
り
経
っ
た
今
も

な
お
、
急
速
に
発
展
し
続
け
て

い
ま
す
。
そ
れ
以
前
、
私
た
ち

は
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

雑
誌
等
を
情
報
源
と
し
て
お
り

ま
し
た
。そ
れ
に
対
し
て
今
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
よ
り
個
人
が

手
軽
に
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
か
ら

多
く
の
情
報
を
求
め
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
こ
と
は
１
９
６
０
年
代
に

学
生
時
代
を
過
ご
し
て
き
た
私

に
と
っ
て
は
本
当
に
驚
き
で
あ

り
ま
す
。

　し
か
し
多
く
の
情
報
を
簡
単

に
得
る
こ
と
が
で
き
る
一
方

で
、
新
た
な
困
難
な
問
題
に
も

直
面
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

男
理
事
長
の
突
然
の
逝
去
、
従

軍
慰
安
婦
報
道
を
め
ぐ
る
本
学

へ
の
脅
迫
・
バ
ッ
シ
ン
グ
、
Ｃ

館
建
て
替
え
を
含
む
大
規
模
な

キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
な
ど
で
す
。

苦
し
い
時
に
同
窓
会
の
皆
様
は

い
つ
も
本
学
を
金
銭
的
・
精
神

的
に
支
援
し
て
く
だ
さ
り
、
ま

た
私
を
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申

し
あ
げ
る
次
第
で
す
。
同
窓
会

総
会
や
各
地
域
の
支
部
総
会
な

ど
を
通
じ
て
、
多
く
の
同
窓
生

と
楽
し
く
有
意
義
な
交
わ
り
を

持
て
た
こ
と
は
決
し
て
忘
れ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　私
は
１
９
８
１
年
４
月
に
経

済
学
部
経
済
学
科
に
着
任
し
て

か
ら
、
学
長
に
就
任
す
る
ま
で

　私
た
ち
は
、
そ
れ
ら
の
膨

大
な
情
報
か
ら
有
用
な
情
報

を
選
択
す
る
力
を
以
前
に
も

増
し
て
養
う
必
要
が
あ
る
の

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
一
人
一

人
が
人
と
し
て
の
「
知
識
と

教
養
、
そ
し
て
心
の
質
」
を
高

め
て
い
く
こ
と
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
大
切
な
学
び
の

場
が
「
大
学
」
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　皆
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
、
理
屈

だ
け
で
は
通
ら
な
い
不
条
理
な

こ
と
を
社
会
の
中
で
多
々
経
験

さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
決

し
て
く
じ
け
な
い
で
く
だ
さ

い
。
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
て

｢

勇
気
を
持
っ
て
行
動
」
し
て

く
だ
さ
い
。

　同
窓
会
は
様
々
な
取
り
組
み

を
大
学
と
協
力
し
て
行
っ
て
い

き
ま
す
。
新
会
員
と
な
ら
れ
る

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
同
窓
会
へ

の
活
動
を
期
待
し
ま
す
。

講
義
と
ゼ
ミ
を
担
当
し
、
卒
業

生
を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
私
は
研
究

者
タ
イ
プ
で
、
専
門
演
習
で
は

難
解
な
専
門
書
を
輪
読
し
、
合

宿
で
缶
詰
め
に
し
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
辛
抱
強
く
付
き
合
っ
て

く
れ
、
当
時
を
懐
か
し
む
卒
業

生
が
数
多
く
い
て
、
現
在
で
も

訪
ね
て
く
れ
る
こ
と
は
、
大
学

の
教
師
冥
利
に
尽
き
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　本
学
で
の
37
年
間
の
大
学
教

員
生
活
を
通
じ
て
、
私
は
研
究

者
・
大
学
教
師
と
し
て
成
長
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
北
星

へ
の
さ
さ
や
か
な
恩
返
し
と
し

て
学
長
を
引
き
う
け
た
の
で
す

が
、
す
べ
て
で
は
な
い
に
し
て

も
、
私
の
す
べ
き
こ
と
を
終
え

て
、
次
期
学
長
に
バ
ト
ン
を
渡

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

勇
気
を
持
っ
て
行
動
を
！

　

 

　

 

同
窓
会 

会
長

　松
倉

　千
春

退
職
に
あ
た
っ
て

　

 

　

         

学

　長

　田
村

　信
一

田村信一学長 本学名誉教授の鹿内啓子先生

な
っ
た
校
舎
を
同
窓
生
の
皆
様
に

紹
介
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
次
回
も
多
く
の
皆
様
の

ご
出
席
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

アカペラサークルぽらりす．によるアトラクション演舞同好会によるアトラクション

松倉会長と同窓会奨励生たちを囲んで　 　  　写真提供：写真工房ピクセル・グラフィックス

同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

学長先生を囲んで（短大の同窓生のみなさん）
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本部関係

役　　職

会　　長

副 会 長

〃

幹　　事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

氏　　名

松　倉　千　春

佐　藤　桂　子

森　谷　恭　一

栗　山　淑　子

小　村　知江子

斎　藤　美代子

中　村　一　寛

有　澤　睦　子

築　地　千穂子

森　　　　　博

森　　　康　雄

池　田　雅　子

北　本　佳　子

宮　内　　　聡

清　水　一　江

伊　藤　　　修

鈴　木　克　典

髙　橋　　　章

牧　田　浩　一

片　岡　　　徹

卒業年

社　 ６９．３

家　 ５７．３

英　 ７８．３

家 　５７．３

短英 ６５．３

短英 ６７．３

経 　７１．３

英 　７４．３

社 　７５．３

経　 ７９．３

経 　８２．３

社 　８２．３

家 　８４．３

社　 ８７．３

家 　８７．３

経　 ９０．３

情　 ９１．３

経　 ９６．３

社　 ９７．３

英　 ９７．３

本部関係

幹　　事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

会計監査

会計監査

山　鹿　貴　子

木　村　哲　晃

戸　松　真　洋

駒ヶ嶺　剛　史

馬　渕　慎　吾

棟　方　雅　恵

今　井　綾　子

林　　　孝　之

川　田　麻里奈

久保田　貴　仁

佐　藤　淳　哉

幸　坂　敬　徳

短英 ９７．３

経 　０１．３

情　 ０２．３

経　 ０５．３

情　 ０６．３

心コ ０９．３

法　 １０．３

院社 １２．３

情　 １２．３

英　 １７．３

計　 １１．３

非同窓生／大学職員

支部関係

役　　職

旭川支部長

帯広支部長

北見支部長

東京支部長

函館支部長

釧路支部長

千歳支部長

　　

氏　　名

西　岡　将　晴

成　田　啓　介

三　浦　鶏　一

遠　田　嘉　憲

畑　中　博　史

角　　　隆　史

千　葉　英　二

卒業年

経 　９８．３

社 　９０．３

社 　９１．３

経 　６９．３

社 　７８．３

経 　９６．３

経 　８０．３

2017年度 北星学園大学同窓会 役員名簿

2016年度 収支決算書

 予　　算

６，３２０，１５６

２３，６００，０００

２３８，０００

６０，０００

０

０

３０，２１８，１５６

 ２０１５年度

６５，７２０，０３０

 利　　息

６，１２６

　　　　　２０１７.１０.２１　総   会
（単位：円）２０１７.１０.１２   幹事会

予　　算

６，１２６，４７５

２３，１２０，０００

３２０，０００

６０，０００

０

０

０

２９，６２６，４７５

予　　算

４，３００，０００

４００，０００

３，５００，０００

２００，０００

１００，０００

１００，０００

１８，９５０，０００

４，０００，０００

４００，０００

５，６００，０００

４００，０００

１，０００，０００

５，３５０，０００

７００，０００

１，０００，０００

５００，０００

１，３７６，４７５

５，０００，０００

０

２９，６２６，４７５

備　　考

預金（６，０８２，５５１）、札幌中央信用組合（１，０００）、現金（４２，９２４）

@２０,０００×１，１５６

@３,０００×７５名　@１,０００×５０名

コンサート・講演会等募金

備　　考

支部長会議（６０,０００）、幹事会（１７０,０００）、役員打ち合わせ（２００,０００）、
ご祝儀（６０,０００） 他

幹事会等（２００,０００）、総会等派遣 : 本部（１,０００,０００）　支部（８００,０００）、
会長交通費（９００,０００）、支部長会議（３５０,０００） 他

振込料(７０,０００)、ハガキ･切手(７０,０００)、慶弔電報(３０,０００) 他

事務消耗品 他

リソグラフ、コピー機使用代 

卒業生記念品（１,６００,０００）、懇親会（２,０００,０００）、退職者記念品（１５０,０００）、
永年表彰金品（１００,０００）、奨励生の集い（１２０,０００） 他

寄贈文庫

各支部補助（３，３９３，０００）、周年事業費：釧路（２００，０００）、
英研・学祭・体育祭補助（４００，０００）、サークルＯＢ通信費（３０，０００）、
新規：派遣留学生への支援（１，０００，０００） 他

@１００，０００円×４名（奨励金　増額）

新規：自宅外通学支援奨学金の一部を同窓会が奨学金として負担（２０１６年度から
各支部補助を４５０，０００×２年分削減して創設）

印刷代（１,１００,０００）、郵送料(３,０００,０００)、封入作業・封筒作成（１,２００,０００） 他

名簿整備、懇親会司会者謝礼 他

交通費、消耗品、例会交通費、印刷費、会議費、通信費 他

北星学園創立１００周年記念館運営（維持・保存） 他

２０１７年度積立分（５,０００,０００）

2017年度 会計予算

収支決算・次年度予算報告

＜収入の部＞
【通常会計】

＜支出の部＞

 予　　算

４，９００，０００

５００，０００

４，０００，０００

２００，０００

１００，０００

１００，０００

０

１６，８５０，０００

０

４，０００，０００

４００，０００

４，２００，０００

２００，０００

５，３５０，０００

７００，０００

１，０００，０００

１，０００，０００

２，０１８，１５６

６，０００，０００

４５０，０００

０

３０，２１８，１５６

備　　考

預金（北洋銀行　６，２５７，００５）、現金（６３，１５１）

@２０,０００×１,１８０

@１,０００×６４、@３,０００×８５　不明金＠４,０００

コンサート・講演会等募金

ご祝儀、幹事懇親会費

 当期積立額

６，０００，０００

 ２０１６年度

７１，７２６，１５６

備　　考

（単位：円）

備　　考

幹事会（１６３，８００）、役員打合せ（９，０３０）、ご祝儀（５５，０００）、その他（６１，５５８）

幹事会（１１８，１６０）、総会等派遣：本部（７７３，９８０）、支部（５８８，１３０）、
会長交通費（１，１４６，４２０）、その他（４０６，５５２）

振込料（６４，３２０）、ハガキ・切手（６６，８６０）、慶弔電報（１１，２５１）、その他（１３，４０９）

事務消耗品

リソグラフ、コピー機使用代

同窓会会費返還 なし

卒業生住所録 

卒業生記念品（９３２，１００）、懇親会（１，４４６，３６０）、退職者記念品（９０，０００）、
永年表彰記念（７５，０００）、奨励生の集い（１００，０００）、その他（３９９，０２２）

寄贈図書

各支部補助（３，８９３，０００）、英研・大学祭・体育祭補助（３７８，２９２）、
サークルＯＢ通信費（２８，８６４）

@５０,０００円×２名

大谷地だより７５号、７６号印刷代（１，０８８，９６４）・郵送料（２，８４６，２３４）・
封入作業・封筒作成（１，１７３，５８１）、その他（４５，２１６）

名簿整備、懇親会司会者謝礼 他

交通費、消耗品、例会交通費、印刷費、会議費、通信費 他

北星学園創立１００周年記念館運営、北星学園大学施設設備等

札幌中央信用組合へ積み立て

「Ⅴ．奨学金積立金」として積み立てず、次年度に繰越す。２０１７年度以降は、
補助費とする。２０１７年度より項目削除

預金（北洋銀行　６，０８２，５５１、札幌中央信用組合　１，０００）、現金（４２，９２４）

          費　　目

前 年 度 繰 越 金

同 　 窓 　 会 　 費

総 会 懇 親 会 費 収 入

プ ロ ジ ェ ク ト

利 　 　 息 　 　 等

雑 　 　 収 　 　 入

      合　　　　　計

活動資金積立

合　　　　　計

          費　　目 

【収入の部】

前 年 度 繰 越 金

同 　 窓 　 会 　 費

総 会 懇 親 会 費 収 入

プ ロ ジ ェ ク ト

利 　 　 息 　 　 等

雑 　 　 収 　 　 入

活 動 資 金 か ら の
繰 り 入 れ 収 入

      ＜収　入　計＞

費　　目 

【支出の部】

Ⅰ．事 　 務 　 費

　
１．会 　 議 　 費

　
２．交 　 通 　 費

　３．通 　 信 　 費

　４．物 　 品 　 費

　５．印 　 刷 　 費

Ⅱ．事 　 業 　 費

　
１．行 　 事 　 費

　２．同窓会文庫費

　３．補 　 助 　 費

　４．奨 　 励 　 費

　
５．奨 　 学 　 費

　６．会 報 発 行 費

　７．業 務 委 託 費

　８．プロジェクト活動費

　９．寄　　　　　附

Ⅲ．予 　 備 　 費

Ⅳ．資 金 積 立 金

Ⅴ．次 年 度 繰 越 金

      ＜支　出　計＞

          費　　目

Ⅰ．事 　 務 　 費

　１．会 　 議 　 費

　
２．交 　 通 　 費

　３．通 　 信 　 費

　４．物 　 品 　 費

　５．印 　 刷 　 費

　６．雑　　　　　費

Ⅱ．事 　 業 　 費

　１．名 簿 作 成 費

　
２．行 　 事 　 費

　３．同窓会文庫費

　
４．補 　 助 　 費

　５．奨 　 励 　 費

　
６．会 報 発 行 費

　７．業 務 委 託 費

　８．プロジェクト活動費

　９．寄　　　　　附

Ⅲ．予 　 備 　 費

Ⅳ．資 金 積 立 金

Ⅴ．奨 学 金 積 立 金

Ⅵ．次 年 度 繰 越 金

      合　　　　　計

 決　　算

６，３２０，１５６

２３，６００，０００

３２３，０００

７９，３０１

０

７０，０００

３０，３９２，４５７

 決　　算

３，５４７，４９５

２８９，３８８

３，０３３，２４２

１５５，８４０

４８，０７２

２０，９５３

０

１４，７１８，４８７

０

３，０４２，４８２

４００，０００

４，３００，１５６

１００，０００

５，１５３，９９５

６６０，００６

５６１，８４８

５００，０００

０

６，０００，０００

０

６，１２６，４７５

３０，３９２，４５７

【活動資金積立会計】

２０１７.１１.１６　幹事会
（単位：円）２０１７.１０.２１　総   会

「
は
ー
い
！
中
嶋
あ
ゆ
み
で

す
！
」
こ
の
一
言
か
ら
始
め
る
仕

事
に
就
い
て
今
年
で
も
う
６
年
に

な
り
ま
す
。
ラ
ジ
オ
の
仕
事
は
、

２
０
０
８
年
に
卒
業
し
た
北
星
学

園
大
学
文
学
部

　心
理
・
応
用
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
に
在
学

中
か
ら
の
変
わ
ら
ぬ
夢
で
し
た
。

現
在
は
Ａ
Ｉ
Ｒ

−

Ｇ
エ
フ
エ
ム
北

海
道
に
て
、
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

担
当
し
て
い
る
３
番
組
の
う

ち
、「
学
生
情
報
バ
ラ
エ
テ
ィ
〜
エ

ン
タ
ク
！
〜
」
と
い
う
北
海
道
の

学
生
を
招
い
て
ト
ー
ク
を
す
る
番

組
で
は
、
現
役
学
生
と
話
し
な
が

ら
、
北
星
学
園
大
学
に
通
っ
て
い

た
頃
の
自
分
を
思
い
だ
し
て
い
ま

す
。
面
白
い
も
の
を
面
白
い
と
思

う
素
直
な
心
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

勇
気
を
当
た
り
前
に
持
つ
こ
と

…
。
今
、
私
が
持
つ
個
性
は
、
心

コ
ミ
で
培
っ
た
も
の
だ
な
と
日
々

感
じ
ま
す
。
教
壇
に
立

ち
な
が
ら
も
多
彩
な
活

動
を
さ
れ
て
い
る
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
教
授

陣
に
、
社
会
人
の
立
場

に
な
っ
て
改
め
て
尊
敬

の
念
を
抱
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
若
い
う
ち

か
ら
刺
激
を
受
け
る
環

境
に
い
ら
れ
た
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
北
星

卒
の
皆
さ
ん
が
、
豊
か

な
心
で
の
び
の
び
と
活

同
窓
生
の
紹
介

中嶋あゆみ さん

躍
し
ま
す
よ
う
に
！

ラ
ジ
オ
の
仕
事
の
ほ
か
、
札
幌

市
を
中
心
に
北
海
道
で
イ
ベ
ン
ト

や
セ
レ
モ
ニ
ー
の
Ｍ
Ｃ
、
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
も
し
て
い
ま
す
！
何

か
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
是
非
！（
笑
）

入
学
式

前
期
授
業
開
始

学
園
創
立
記
念
日

（
授
業
実
施
日
）

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト  

１４

：

００
〜

（
会
場

：

大
学
チ
ャ
ペ
ル
）

体
育
祭
（
〜
２
日
）

同
窓
会
幹
事
会

第
１
回
キ
ャ
ン
パ
ス
説
明
会

前
期
授
業
終
了

第
2
回
キ
ャ
ン
パ
ス
説
明
会

同
窓
会
北
見
支
部
懇
親
会

同
窓
会
釧
路
支
部
懇
親
会

（
設
立
30
周
年
記
念
行
事
）

『
大
谷
地
だ
よ
り
』
78
号
発
行

同
窓
会
帯
広
支
部
懇
親
会

同
窓
会
函
館
支
部
懇
親
会

後
期
授
業
開
始

第
3
回
キ
ャ
ン
パ
ス
説
明
会

同
窓
会
旭
川
支
部
懇
親
会

前
期
末
卒
業
式

本
谷
美
加
子
オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト  

１４

：

００
〜

（
会
場

：

大
学
チ
ャ
ペ
ル
）

星
学
祭
（
〜
９
日
）

同
窓
会
幹
事
会

同
窓
会
定
期
総
会
・
懇
親
会

（
会
場

：

全
日
空
ホ
テ
ル
）

※

大
谷
地
キ
ャ
ン
パ
ス
の

　
施
設
見
学
を
予
定

同
窓
会
東
京
支
部
懇
親
会

同
窓
会
幹
事
会

同
窓
会
千
歳
支
部
懇
親
会

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト  

１４

：

００
〜

（
会
場

：

大
学
チ
ャ
ペ
ル
）

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

（
会
場

：

大
学
チ
ャ
ペ
ル
）　
　
　
　
　
　

年
内
授
業
最
終
日

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
（
〜
２０
日
）

後
期
授
業
終
了

一
般
入
学
試
験
（
〜
８
日
）

卒
業
礼
拝

（
会
場

：

大
学
チ
ャ
ペ
ル
）

卒
業
式
・
卒
業
記
念
祝
賀
会

『
大
谷
地
だ
よ
り
』
７９
号
発
行

2
0
1
8
年

４
月
５
日
（
木
）

　
　
９
日
（
月
）

５
月
２
日
（
水
）

　
　
１９
日（
土
）

６
月
１
日
（
金
）

　
　
１４
日（
木
）

　
　
２３
日（
土
）

７
月
３０
日（
月
）

８
月
４
日
（
土
）

　
　
２５
日（
土
）

９
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

　
　
２
日
（
日
）

　
　
８
日
（
土
）

　
　
１４
日（
金
）

　
　
２２
日（
土
）

　
　
　
　
　
　

　
　
２８
日（
金
）

　
　
２９
日（
土
）

１０
月
６
日（
土
）

　
　
１１
日（
木
）

　
　
２０
日（
土
）

１１
月
１０
日（
土
）

　
　
１５
日（
木
）

１２
月
１
日（
土
）

　
　
８
日
（
土
）

　
　

　
　
２１
日（
金
）

　
　
　

2
0
1
9
年

１
月
１９
日（
土
）

　
　
２１
日（
月
）

２
月
６
日
（
水
）

３
月
１４
日（
木
）

　
　
１５
日（
金
）

2
0
1
8
年
度   

大
学
・
同
窓
会
関
係 

行
事
予
定

同窓会各支部連絡先

旭川支部（1983年発足）
新支部長　西岡　将晴   090̶7648̶1997

kembuchi2000@yahoo.co.jp
★2016年から西岡支部長に交代しました！

帯広支部（1985年発足）
新支部長　成田　啓介 （0155）56̶4706

mansei@cameo.plala.or.jp
★2017年から成田支部長に交代しました！

北見支部（1987年発足）
支 部 長　三浦　鶏一
      連絡先は北見支部総務

      関口　篤司 まで   090̶8909̶3316
atsushi.sekiguchi@city.kitami.lg.jp

東京支部（1988年発足）
支 部 長　遠田　嘉憲 （04）2949̶6726

ysr-enda@tbz.t-com.ne.jp

函館支部（1988年発足）
支 部 長　畑中　博史 （0138）46̶2537

hiro-121@sea.ncv.ne.jp

釧路支部（1989年発足）
新支部長　角　　隆史 （0154）65̶9812

kaku4744@msn.com
      連絡先は一般社団法人  釧路社会的企業創造協議会副代表

      櫛部　武俊 まで （0154）25̶0288
★2016年から角支部長に交代しました！

千歳支部（1996年発足）
新支部長　千葉　英二 （0123）24̶5564

hirom78cosmos.@docomo.ne.jp
★2017年から千葉支部長に交代しました！

（特養札内寮）
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当
支
部
は
、
同
窓
会
支
部
の
中
で

は
一
番
若
い
７
番
目
の
支
部
で
、
設

立
以
降
、
千
歳
市
・
恵
庭
市
の
会
員

で
主
に
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
平
成
21
年
か
ら
苫
小

牧
市
の
短
大
部
の
同
窓
生

も
加
わ
り
、
現
在
は
主
に

３
市
の
同
窓
生
を
中
心
に

活
動
を
続
け
て
お
り
ま

す
。当

支
部
は
、
盛
り
だ
く

さ
ん
の
交
流
事
業
を
行
っ

て
お
り
、
昨
年
１
月
の
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
を
皮
切
り

に
５
月
の
キ
ャ
ン
プ
場
で

の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
、
７
月
の
「
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
千
歳

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
祭
」
参
加

の
「
井
原
水
産
＆
北
星
学

園
大
学
」
チ
ー
ム
応
援
、

日
に
函
館
山
山
頂
の
ク
レ
モ
ナ
ホ
ー

ル
で
夜
景
を
バ
ッ
ク
に
ピ
ア
ノ
、
フ

ル
ー
ト
な
ど
に
よ
る
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
を
行
い
、
そ
の
後
懇
親
会
を
同
じ

く
山
頂
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
こ
ち
ら
も

夜
景
を
バ
ッ
ク
に
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
、
懇
親
会
に
は
同
窓
生

26
名
、
同
窓
会
本
部
よ
り
松
倉
会
長

は
じ
め
４
名
の
役
員
、
同
窓
会
各
支

部
長
、
大
学
か
ら
は
田
村
学
長
を
は

じ
め
14
名
の
教
職
員
の
皆
さ
ん
、
後

援
会
よ
り
佐
藤
副
会
長
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
30
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

30
周
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
同

窓
生
同
士
が
声
を
掛
け
合
い
、
た
く

さ
ん
の
同
窓
生
に
参
加
し
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
、
初
め
て
参
加
す
る
同

窓
生
も
７
名
い
ま
し

た
。
久
し
ぶ
り
に
参

加
し
た
同
窓
生
、
い

つ
も
の
顔
の
同
窓

生
、
初
め
て
参
加
す

る
同
窓
生
と
例
年
に

な
く
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
だ
同
窓
会
と

な
り
ま
し
た
。

懇
親
会
は
同
窓

生
、
教
職
員
の
方
々

か
ら
自
己
紹
介
や
近

況
を
お
話
し
て
い
た

だ
き
、
懐
か
し
い
話

や
最
近
の
話
な
ど
を

聞
き
、
楽
し
く
懇
談

函館山山頂で行った記念コンサート

職場訪問　新千歳空港

母校バスツアー　百周年記念館前にて

会
を
得
て
母
校
に
対
す
る
愛
着
を
深

め
る
た
め
に
旧
短
大
キ
ャ
ン
パ
ス
に

行
く
バ
ス
ツ
ア
ー
を
大
学
の
お
力
添

え
で
企
画
実
施
し
ま
し
た
。
少
し
で

も
同
窓
会
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
支
部
の
活
動
に
参
加
し
て
旧
交

を
温
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い

か
ら
こ
の
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し

た
。
旭
川
支
部
は
、
南
か
ら
北
ま
で

エ
リ
ア
が
非
常
に
広
く
、
遠
方
か
ら

の
参
加
が
難
し
い
面
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
学
び
舎
を
同
じ
く
し
た

多
く
の
仲
間
の
皆
さ
ん
と
お
会
い
で

き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

事
の
張
り
が
あ
り
、
重
み
の
あ
る
朗

読
に
は
か
な
い
ま
せ
ん
。
心
よ
り
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

２
０
１
６
年
は
、８
月
30
日
（
火
）

に
十
勝
を
襲
っ
た
台
風
10
号
の
影

響
で
、
大
学
関
係
者
の
出
席
は
難
し

く
な
り
、
同
窓
生
一
同
、
楽
し
み
が

半
減
し
ま
し
た
。
昨
年
は
何
事
も
な

く
、
同
窓
会
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
天

の
恵
み
と
思
い
感
謝
し
て
い
ま
す
。

帯
広
・
十
勝
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
用
し
た
料
理
を
食
べ
な
が
ら
、

懐
か
し
い
思
い
出
話
や
、
近
況
報
告

し
な
が
ら
、
懇
親
会
は
進
ん
で
い
き

ま
し
た
。
好
評
を
い
た
だ
い
た
お
楽

し
み
抽
選
会
も
行
い
、
豪
華
な
景
品

で
は
な
い
で
す
が
、
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
去
年
の
帯

広
支
部
定
期
総
会
で
、
支
部
創
設
か

ら
支
部
長
を
務
め
た
樋
渡
喜
久
雄
が

退
任
し
顧
問
と
な
り
、
副
支
部
長
の

成
田
が
支
部
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

 

釧
路
支
部
は
今
年
で

 

30
周
年
!!  

  

釧
路
支
部
長   

角

　
　隆
史

当
支
部
は
、
２
０
１
７
年
９
月
３

日
（
日
）、
総
会
・
懇
親
会
を
ホ
ッ
ト

ソ
ー
ス
に
て
開
催
し
、
多
く
の
支
部

会
員
が
参
加
し
て
会
員
相
互
の
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
当
日
は
地
元
の
海

や
山
の
幸
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、

年
１
回
の
再
会
に
会
員
同
士
の
近
況

や
大
学
時
代
の
昔
話
に
花
が
咲
き
、

最
後
は
恒
例
の
横
山
副
支
部
長
に
よ

る
ダ
ン
ス
で
参
加
者
全
員
が
笑
顔
と

な
っ
て
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

さ
て
、
当
支
部
は
今
年
で
設
立
か

ら
30
年
目
に
入
り
、
節
目
の
年
を
迎

え
ま
す
。
今
年
の
総
会
・
懇
親
会
は

２
０
１
８
年
９
月
１
日
（
土
）
に
開

催
を
予
定
し
て
お
り
、
設
立
30
周
年

記
念
行
事
を
盛
大
に
行
お
う
と
、
現

在
、
参
加
者
全
員
が
楽
し
め
る
魅
力

あ
る
催
し
を
鋭
意
企
画
中
で
あ
り
、

参
加
者
を
大
募
集
中
で
す
！

釧
路
市
は
一
昨
年
、
国
の
「
観
光

立
国
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
」
に
金
沢
市
、

長
崎
市
と
と
も
に
選
定
さ
れ
た
他
、

来
年
に
は
釧
路
札
幌
冬
季
国
体
が
開

催
さ
れ
る
な
ど
、
今
、
国
内
で
も
注

目
度
の
高
い
地
域
で
す
。
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
当
支
部
の
活
動
に
是
非
と

も
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
度
、
ご
卒
業
さ
れ

る
皆
さ
ん
、
あ
る
い
は
ご
友
人
や
お

知
り
合
い
で
赴
任
地
が
釧
路
根
室
地

方
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
、
幹
事
の
櫛
部
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

そ
し
て
12
月
に
定
期
総
会
及
び
懇

親
会
な
ど
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
支
部
会
員
の
交
流
事
業
を

行
い
な
が
ら
、
大
学
の
応
援
団
と
し

て
さ
ら
に
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
す

の
で
、
短
大
Ｏ
Ｂ
の
方
々
も
含
め
多

く
の
同
窓
生
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

旭
川
支
部
は
、
昨
年
、
創
設
35
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
毎
年
の
支
部
総

会
・
懇
親
会
の
開
催
に
加
え
、
年
１

回
発
行
の
同
窓
誌
「
サ
マ
リ
タ
ン
」

に
よ
り
支
部
会
員
か
ら
母
校
に
寄
せ

る
思
い
や
近
況
報
告
を
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
、
卒
業
生
が
な
か

な
か
母
校
に
行
く
機
会
が
な
い
と
の

こ
と
か
ら
、
新
し
く
建
設
さ
れ
た
施

設
を
見
学
す
る
た
め
に
大
谷
地
キ
ャ

ン
パ
ス
と
、
北
星
の
歴
史
を
知
る
機

 
旭
川
支
部
の

 

活
動
に
つ
い
て  

 
 

旭
川
支
部
長  
西
岡

　将
晴

２
０
１
７
年
９
月
２
日
（
土
）
帯

広
支
部
定
期
総
会
・
懇
親
会
を
帯
広

市
内
「
ア
パ
ホ
テ
ル
帯
広
駅
前
」
で

行
い
ま
し
た
。

同
窓
会
本
部
よ
り
松
倉
千
春
会

長
、
北
本
佳
子
幹
事
、
駒
ケ
嶺
剛
史

幹
事
、
大
学
か
ら
は
鈴
木
剛
副
学
長

を
は
じ
め
18
名
、
支
部
会
員
25
名
の

参
加
と
な
り
ま
し
た
。

永
年
、
支
部
の
幹
事
と
し
て
聖
書

（
詩
篇
23
篇
）
の
朗
読
を
担
当
し
て

い
た
齊
藤
彰
彦
様
が
急
逝
し
、
黙
と

う
を
捧
げ
ま
し
た
。
今
年
は
Ｃ
Ｄ

で
流
す
讃
美
歌
の
み
と
な
り
、
大

変
寂
し
く
感
じ
ま
し
た
。
齊
藤
幹

 

何
事
も
な
く
、

 

盛
会
に 

  
 

帯
広
支
部
長   

成
田

　啓
介

設
立
30
年
を
迎
え
た
東
京
支
部

は
、
毎
年
５
回
の
幹
事
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
ま
た
幹
事
会
と
は
別
に
、

広
報
担
当
者
会
議
を
年
３
回
開
催

し
、
支
部
会
報
を
発
行
し
て
い
ま

す
。
昨
年
は
37
号
の
支
部
会
報

　

「
ラ
イ
ラ
ッ
ク
」
を
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
11
月
に
は
、
設
立
30

周
年
を
記
念
し
、
東
京
湾
の
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
デ
ィ
ナ
ー
を
実
施
し
、
大
学

関
係
者
、
本
部
同
窓
会
及
び
各
支
部

 

設
立
30
年
を
迎
え
た

 

東
京
支
部
活
動
の
ご

 

報
告 

  

東
京
支
部
長   

遠
田

　嘉
憲

 

職
場
訪
問

 

新
千
歳
空
港  

  

千
歳
支
部
長   

千
葉

　英
二

紋
別
名
産
蒲
鉾
な
ど
が
当
た
る
宝
引

き
に
興
じ
、賑
や
か
に
祝
宴
を
進
め
、

今
年
も
遠
路
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い

た
宮
川
紋
別
市
長
の
乾
杯
で
一
次
会

を
締
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
二
次
会
で
も
、
２
年
連

続
登
場
の
Ｏ
女
史
か
ら
十
八
番
の

「
六
本
木
心
中
」を
シ
ャ
ウ
ト
い
た
だ

き
、
熱
い
夜
と
な

り
ま
し
た
。

20
代
の
初
参

加
組
が
増
え
、
北

星
同
窓
生
の
つ
な

が
り
が
着
実
に
管

内
に
広
が
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、

同
窓
会
本
部
や
大

当
支
部
は
、
昭
和
62
年
12
月
に
３

番
目
の
同
窓
会
支
部
と
し
て
設
立

し
、
30
年
を
超
え
る
活
動
を
続
け
て

お
り
ま
す
。

昨
年
の
総
会
・
懇
親
会
は
、
２
０

１
７
年
８
月
27
日
（
日
）
に
、『
肉
の

な
ご
み
』
に
て
行
い
ま
し
た
。
同
窓

会
支
部
会
員
23
名
、
大
学
か
ら
は
田

村
学
長
他
教
職
員
10
名
、
同
窓
会
本

部
か
ら
松
倉
会
長
、
森
谷
副
会
長
と

総
勢
36
名
の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た

だ
き
、
大
変
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

懇
親
会
で
は
、
料
理
に
舌
鼓
を
打

ち
な
が
ら
、
北
見
特
産
品
に
加
え
、

紋
別
市
ご
有
志
よ
り
提
供
を
受
け
た

 

本
年
度
の
北
星
学
園

 

大
学
同
窓
会
北
見
支

 

部
の
活
動
に
つ
い
て

  

北
見
支
部
長   

三
浦

　鶏
一

学
の
お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
に
点
在
す
る
北
星
同
窓
生

が
世
代
を
超
え
集
ま
り
、
絆
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
支
部
活
動

と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
存

じ
ま
す
の
で
、
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

懇親会の様子

樋渡前支部長の働きに感謝して

母校バスツアー　大谷地キャンパスにて

H29 懇親会「お肉おいしい！」

H29 懇親会「宮川紋別市長締め」

の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

記
念
行
事
を
盛
大
に
終
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ご
参
加

い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
か
ら

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、

記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
、

「
会
報
で
見
る
東
京
支
部
30
年

の
歩
み
」
と
題
し
て
、
支
部
会

報
１
号
か
ら
37
号
の
編
纂
を

お
こ
な
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ま
だ
、
部
数
が
残
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
東
京
支
部
は
今
後

と
も
、
支
部
会
員
の
皆
様
と
共

に
、
同
窓
会
支
部
活
動
を
持
続

的
に
強
め
て
い
く
所
存
で
す
。

東京湾のクルージングディナー

２
０
１
７
年
で
函
館
支
部
は
設
立

30
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
支
部
を
盛
り
立
て
て

い
た
だ
い
た
同
窓
生
の
皆
さ
ん
や
同

窓
会
本
部
、
各
支
部
、
学
長
を
は
じ

め
と
す
る
大
学
の
教
職
員
の
皆
さ
ん

の
ご
支
援
の
お
か
げ
と
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。

昨
年
の
総
会
・
懇
親
会
は
設
立
30

周
年
記
念
行
事
と
あ
っ
て
、
支
部
役

員
が
い
つ
に
も
増
し
て
気
合
を
入
れ

て
準
備
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

記
念
行
事
は
２
０
１
７
年
９
月
９

 

２
０
１
７
年
函
館

 

支
部
設
立
30
周
年

 

を
終
え
て

  

函
館
支
部
長   

畑
中

　博
史

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
恒
例
の

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
も
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

こ
の
日
は
支
部
役
員
の
思
い
が
通

じ
た
の
か
、
山
頂
か
ら
雨
上
が
り
の

空
気
の
澄
ん
だ
絶
景
の
夜
景
を
見
て

も
ら
え
る
こ
と
が
で
き
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
か
な

と
思
い
ま
す
。

今
後
も
40
周
年
を
目
指
し
一
人
で

も
多
く
の
同
窓
生
に
参
加
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
函
館
支
部
を
盛
り
上
げ

て
い
こ
う
と
い
う
思
い
を
一
つ
に
し

て
終
了
し
ま
し
た
。
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「
情
熱
ラ
イ
ブ
」

Martin Gregorius （マルタン・グレゴリウス）
　1991年、ポーランド生まれ。グダニス
ク・スタニスラフ・モニューシュコ音楽ア
カデミーやパリ国立高等音楽院などでオ
ルガンを学ぶ。これまでに、ベルサイユ宮
殿王室礼拝堂をはじめヨーロッパ各国で
コンサートを行ったさまざまなオーケスト
ラや演奏家と共演。教育活動にも熱心に
取り組んでいる。2016年、シュレーグル国
際オルガン即興コンクール第１位ほかヨー
ロッパ各国のコンクールで優秀な成績を
修めている。17年９月、第19代札幌コンサ
ートホール専属オルガニストに就任。

予定曲目

・モーツァルト：幻想曲　ヘ短調KV594

・ブクスフーデ：シャコンヌ　ホ短調BuxWV160

・バッハ：前奏曲　変ホ長調　ほか

第19代札幌コンサートホール専属オルガニストのマルタン・グレゴリウス氏をお招きします。
どうぞパイプオルガンの名曲をお楽しみください。

お申し込み・問い合わせ先

コンサートの申し
込み方法について

パイプオルガンコンサート

定員になり次第締め切らせていただきます。

　「パイプオルガンコンサート参加希望」と、氏名、
ふりがな、電話番号、参加希望人数を明記の上、北
星学園大学ホームページの「申込フォーム」、ハガキ、
電話、e-mailでお申し込みください。
　なお、お申し込みされた方はコンサート当日直接
大学へお越しください。
事前の整理券等は発行しません。　

〒004－8631　

札幌市厚別区大谷地西2丁目3－1

北星学園大学同窓会事務局　
　　　　　      同窓会プロジェクト係
TEL 011－891－2731
メール： 
             友人、知人の方もぜひお誘いください。
             未就学児の入場はご遠慮ください。
             公共の交通機関でお越しください。
お願い

月　 日（月）4 23 月　 日（金）5   18～ まで申込み受付期間：

長
谷
川
さ
ん
の
講
演
日

11
月
４
日
（
土
）
は
雨
ま

じ
り
の
寒
い
日
で
し
た
。

コ
ー
ト
な
し
の
舞
台
衣
装

で
タ
ク
シ
ー
か
ら
降
り
て

こ
ら
れ
、
講
演
会
場
へ
直

行
、
会
場
設
定
の
打
ち
合

わ
せ
か
ら
サ
イ
ン
会
ま

で
、
時
間
が
凝
縮
さ
れ
た

よ
う
に
進
ん
だ
印
象
で
し

た
。少

し
の
休
憩
を
は
さ
ん

で
の
講
演
会
は
、
長
谷
川

さ
ん
初
翻
訳
の
ジ
ョ
ン
・

ク
ラ
ッ
セ
ン
『
ど
こ
い
っ

た
ん
』
の
読
み
き
か
せ
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
語
ら

れ
る
大
阪
弁
が
シ
ュ
ー
ル

な
話
を
ど
こ
か
と
ぼ
け
た

味
わ
い
に
感
じ
さ
せ
て
、

英
語
版
と
は
違
う
味
が
あ

る
の
で
は
、
と
思
わ
せ
ら

れ
た
り
し
ま
し
た
。

次
は
デ
ビ
ュ
ー
作
『
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
お
じ

い
ち
ゃ
ん
』
の
読
み
き
か
せ
で
し
た
。
生

ま
れ
て
今
こ
こ
に
い
る
の
は
、
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
が
い
る
か
ら
。
そ
の
よ
う
に
命

が
繫
が
る
と
い
う
こ
と
が
昔
か
ら
不
思
議

だ
っ
た
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

畳
半
分
ほ
ど
の
白
い
大
き
な
紙
に
墨
を

つ
け
た
筆
で
、
さ
ら
さ
ら
と
描
く
自
虐
ネ

タ
の
藤
井
寺
市
肉
屋
の
チ
ー
ズ
の
話
に
会

場
の
皆
さ
ん
は
大
爆
笑
で
し
た
。

ま
た
、『
お
か
あ
ち
ゃ
ん
が
つ
く
っ
た

る
』
は
、
長
谷
川
さ
ん
の
子
ど
も
時
代
の

お
母
さ
ん
の
活
躍
を
、
子
ど
も
心
に
恥
ず

か
し
く
も
嬉
し
か
っ
た
思
い
出
と
し
て
活

写
さ
れ
た
、
お
か
し
く
て
し
ん
み
り
と
し

た
味
わ
い
で
す
。
話
の
中
の
ヨ
シ
オ
く
ん

と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
大
好
き
と
言
っ

て
、
作
品
に
出
て
来
る
ヨ
シ
オ
く
ん
バ
ッ

グ
を
手
作
り
さ
れ
、
長
谷
川
さ
ん
に
お
見

せ
し
て
い
た
フ
ァ
ン
の
方
も
い
ま
し
た
。

次
の
『
だ
じ
ゃ
れ
世
界
一
周
』
は
宗
教
と

は
無
関
係
に
な
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
そ
れ
と
共
に
子
ど
も
た
ち
に
は

勉
強
で
も
何
で
も
楽
し
ん
で
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
、と
話
さ
れ
ま
し
た
。『
お
な
ら
ま

ん
ざ
い
』
を
読
ん
だ
あ
と
、
ひ
と
と
き
こ

の
世
に
留
ま
り
、
名
も
な
く
消
え
て
ゆ
く

の
が
理
想
で
、
歴
史
に
名
を
残
そ
う
な
ん

て
や
ら
し
い
、と
本
音
を
ポ
ロ
リ
。『
へ
い

わ
っ
て
す
て
き
だ
ね
』
は
、
当
時
小
学
校

１
年
生
安あ

さ
と里
有ゆ
う
き生
君
の
詩
を
読
ん
で
感
動

し
、
是
非
本
に
し
た
い
、
平
和
へ
の
思
い

を
描
か
な
け
れ
ば
と
、
有
生
君
と
御
両
親

を
訪
ね
、
承
諾
を
得
て
本
に
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
最
後
に
ウ
ク
レ
レ
と
歌
を
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
贈
る
『
よ
う

ち
え
ん

　い
や
や
ブ
ル
ー
ス
』
は
歌
も
素

晴
ら
し
く
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
寄
り
そ

う
長
谷
川
さ
ん
の
世
界
を
楽
し
み
ま
し

た
。そ

し
て
、
涙
が
出
る
ほ
ど
笑
う
い
っ
ぽ

う
、
い
の
ち
を
繋
い
だ
り
、
平
和
を
願
う

大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
、
楽
し
く

心
に
し
み
る
講
演
会
で
し
た
。

去
る
12
月
９
日
（
土
）
午
後
２
時
よ
り

「
哀
し
み
の
聖
母
」
と
題
し
、
札
響
ヴ
ィ
オ

ラ
奏
者
の
物
部
憲
一
さ
ん
主
催
の
「
ム
ジ

カ
・
ア
ン
テ
ィ
カ
・
サ
ッ
ポ
ロ
」
に
駒
ヶ

嶺
ゆ
か
り
さ
ん
（
ア
ル
ト
）、
阿
部
雅
子
さ

ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
を
お
招
き
し
て
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

第
１
部
は
バ
ロ
ッ
ク
時
代
の
背
景
を
基

に
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
と
古
楽
器
（
チ
ェ
ン
バ

ロ
）
に
つ
い
て
の
解
説
で
始
ま
り
ま
し
た
。

北
ド
イ
ツ
で
活
躍
し
た
D
・
ブ
ク
ス
テ

フ
ー
デ
、
J
・
S
・
バ
ッ
ハ
の
カ
ン
タ
ー

タ
、
H
・
パ
ー
セ
ル
や
G
・
F
・
ヘ
ン
デ

ル
の
歌
劇
等
の
作
品
が
演
奏
さ
れ
、
哀
愁

に
満
ち
た
曲
と
歌
声
と
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
は

バ
ロ
ッ
ク
時
代
へ
と
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し

た
か
の
よ
う
な
感
覚
で
し
た
。

第
２
部
は
G
・
B
・
ペ
ル
ゴ
レ
ー
ジ
の

ス
タ
バ
ー
ト
・
マ
ー
テ
ル
〈
悲
し
み
の
聖

母
〉（
全
曲
）
の
演
奏
と
、
ア
ル
ト
と
ソ
プ

ラ
ノ
の
歌
声
が
チ
ャ
ペ
ル
に
響
き
渡
り
ま

し
た
。

聖
母
マ
リ
ア
の
思
い
を
、
時
に
は
荘
厳

な
、
時
に
は
語
り
か
け
る
よ
う
な
調
べ
に

胸
打
た
れ
、
ペ
ル
ゴ
レ
ー
ジ
の
偉
大
な
世

界
観
に
ひ
き
込
ま
れ
る
40
分
間
と
な
り
ま

し
た
。

物
部
さ
ん
の
作
品
・
作
家
に
対
す
る
丁

寧
な
説
明
が
わ
か
り
や
す
く
好
評
で
し

た
。
ア
ン
コ
ー
ル
は
「
も
ろ
び
と
こ
ぞ
り

て
」、「
き
よ
し
こ
の
よ
る
」
を
観
客
の
皆

さ
ま
と
一
緒
に
歌
い
、
会
場
が
ク
リ
ス
マ

ス
の
暖
か
い
空
気
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
楽

し
く
終
わ
り
ま
し
た
。

ム
ジ
カ
・
ア
ン
テ
ィ
カ
・
サ
ッ
ポ
ロ

　コ
ン
サ
ー
ト

「
哀
し
み
の
聖
母
」

長
谷
川
義
史

　講
演
会

「
絵
本
で
子
ど
も
た
ち
に 

            

伝
え
た
い
こ
と
」

去
る
９
月
16
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら
、

T
E
N
G
O
「 

情
熱
ラ
イ
ブ
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
T
E
N
G
O
と
は
、
バ
イ
オ
リ

ン
奏
者
天
野
紀
子
さ
ん
と
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
奏
者
後
藤
ミ
ホ
コ
さ
ん
の
苗
字
を
も

じ
っ
た
名
称
で
す
。
後
藤
さ
ん
は
３
度
目
、

T
E
N
G
O
と
し
て
は
初
め
て
の
公
演
で

し
た
が
、
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
、
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
演
奏
と
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る

ト
ー
ク
で
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

第
１
部
は
「
チ
ャ
ー
ル
ダ
ー
シ
ュ
」
で
始

ま
り
、
映
画
音
楽
や
ロ
シ
ア
ン
メ
ド
レ
ー

な
ど
、
第
２
部
は
「
黄
昏
の
ビ
ギ
ン
」「
タ

ン
ゲ
ー
ラ
」「
ま
た
君
に
恋
し
て
る
」
な
ど
。

誰
も
が
一
度
は
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
曲
が

並
び
、懐
か
し
さ
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

た
方
も
多
く
い
ら
し
た
よ
う
で
す
。
ア
ン

コ
ー
ル
は
「
ア
ド
ロ
」
と
映
画
「
男
は
つ
ら

い
よ
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
テ
ー
マ
曲
（
ス
タ

ジ
オ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
だ
っ
た
天
野
さ
ん

が
弾
い
た
そ
う
で
す
）。
通
路
を
歩
き
な
が

ら
の
演
奏
で
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
皆
の
笑
顔
が
満
開
に
な
り
ま
し
た
。

バ
イ
オ
リ
ン
と
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の

デ
ュ
オ
は
珍
し
く
、
新
鮮
で
、
そ
の
組
み
合

わ
せ
の
妙
に
感
心
さ
せ
ら
れ
た
お
客
さ
ん

も
た
く
さ
ん
お
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
再

演
を
望
む
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

講演会・コンサート等も回を重ねる毎に、多くの皆さまのご参加をいただいております。これからも一層
充実した内容に向けて努力したいと考えております。今後とも皆さまのご協力をよろしくお願いします。
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掲
載
し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
た
ち
か

ら
は
仕
事
や
職
場
の
悩
み
、
転
職
相

談
メ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
就
活
・
進

路
状
況
な
ど
も
書
い
て
い
る
の
で
求

人
情
報
を
く
れ
た
卒
業
生
が
い
て
、

何
人
も
の
学
生
が
救
わ
れ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
社
会
に
出

れ
ば
イ
ヤ
な
こ
と
、
苦
し
い
こ
と
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
愚
痴
や
不
満

を
聞
い
て
も
ら
う
だ
け
で
も
気
分
転

換
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
問
題
解

決
の
ヒ
ン
ト
を
提
供
す
る
こ
と
も
出

来
ま
す
。
時
に
は
ユ
ー
モ
ア
や
毒
舌

も
交
え
て
ね
。
私
の
オ
ヤ
ジ
・
オ
バ
サ

ン
友
達
も
人
生
の
先
輩
と
し
て
有
益

な
助
言
を
書
い
て
く
れ
ま
す
。
名
前

（
結
果
が
す
べ
て
だ
と
）
眠
り
込
む
。

も
う
考
え
る
こ
と
な
ど
し
な
い
（
ほ

ん
と
う
は
、
結
果
が
「
す
べ
て
」
で

あ
る
。
が
、
意
味
が
ま
っ
た
く
違
う
。

だ
か
ら
、
結
果
な
ど
に
こ
だ
わ
っ
て

は
い
ら
れ
な
い
の
だ
）。
終
わ
り
の
時

に
想
う
。
終
わ
り
が
始
め
に
依
存
し

て
い
る
こ
と
を
。

　
大
学
は
終
わ
る
。
し
か
し
学
び
は

終
わ
ら
な
い
。

　
北
星
学
園
大
学
で
過
ご
し
た

日
々
は
、
た
く
さ
ん
の
「
縁
」
に

恵
ま
れ
た
4
年
間
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
4
年
間
通
し
て
続
け
た
演
舞

同
好
会
の
サ
ー
ク
ル
活
動
で

は
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
感
動
と
挑
戦
、
な
に
よ

り
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
長

い
期
間
、
共
に
努
力
し
、
互
い

に
支
え
あ
え
る
仲
間
と
の
出
会

い
が
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
学
業
の
面
で
は
、
英
語

教
育
ゼ
ミ
に
所
属
し
、
小
学
校

へ
の
英
語
の
訪
問
授
業
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
が
大
き
な
経
験
と

な
り
ま
し
た
。
小
学
生
を
相
手

に
し
た
授
業
内
容
の
組
み
立
て

や
、
予
行
演
習
を
通
し
て
事
前

準
備
を
行
い
ま
し
た
が
、
実
際

に
生
徒
を
前
に
す
る
と
、
想
定

通
り
に
進
ま
な
い
こ
と
や
、
思

い
も
し
な
い
質
問
な
ど
、
一
筋

縄
で
は
い
か
な
い
こ
と
も
多
々

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
一

つ
気
付
い
た
こ
と
は
、
い
か
な

る
場
面
に
お
い
て
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

授
業
が
終
わ
り
、
楽
し
か
っ
た

と
言
っ
て
く
れ
た
生
徒
た
ち
に

と
っ
て
、
こ
の
授
業
が
少
し
で

も
英
語
を
好
き
に
な
る
き
っ
か

け
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
と
思
い

ま
す
。

　
大
学
生
活
で
得
た
経
験
や
、

仲
間
と
の
出
会
い
は
、
こ
れ
か

ら
の
自
分
を
支
え
て
く
れ
る
か

け
が
え
の
な
い
宝
物
で
す
。
北

星
学
園
大
学
で
出
会
っ
た
、
た

く
さ
ん
の
「
縁
」
に
感
謝
し
、

こ
れ
か
ら
の
出
会
い
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
わ
た
し
が
北
星
学
園
大
学
で

過
ご
し
た
4
年
間
は
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

高
校
時
代
よ
り
自
由
な
時
間
が

増
え
、
大
学
で
学
び
な
が
ら
趣

味
も
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
3
年
次
か
ら
は
じ
ま

っ
た
専
門
演
習
で
は
ゼ
ミ
長
を

務
め
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
仲
間
た

ち
と
一
緒
に
様
々
な
こ
と
を
行

い
ま
し
た
。
東
北
の
被
災
地
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
商
品

を
販
売
し
た
り
、
新
さ
っ
ぽ
ろ

の
商
業
施
設
で
お
客
様
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
り
、
そ
の
後
ま
と

め
て
発
表
し
た
り
、
貴
重
な
経

験
を
た
く
さ
ん
積
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
大
学
入
学
時
に
自
分
な
り
に

目
標
を
立
て
て
い
ま
し
た
が
コ

ツ
コ
ツ
と
積
み
上
げ
、
き
ち
ん

と
達
成
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
　
ま
た
、
I
R
広
報
戦
略
室
の

方
々
に
は
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｂ
ｏ
ｘ
で

特
集
を
組
ん
で
い
た
だ
い
た
り
、

パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
広
告
で
テ
レ
ビ

に
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り

と
た
く
さ
ん
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　
大
学
卒
業
後
は
、
北
星
学
園

大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、

自
分
な
り
に
キ
ラ
キ
ラ
で
き
る

場
所
で
活
躍
し
て
い
け
た
ら
良

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
私
の
北
星
短
大
で
の
2
年
間

は
、
不
安
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

が
、
笑
顔
で
終
わ
る
こ
と
の
で

き
る
も
の
で
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
帯
広
で
実
家
暮
ら

し
を
し
て
い
た
私
は
、
入
学
と

同
時
に
一
人
暮
ら
し
を
始
め
ま

し
た
。
洗
濯
や
掃
除
な
ど
、
全

て
一
人
で
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、

短
大
生
活
を
軌
道
に
の
せ
な
が

ら
、
家
事
や
自
己
管
理
も
す
る
、

そ
の
両
立
へ
の
不
安
も
あ
り
、

ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
も
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
同
じ
一
人
暮
ら

し
の
友
人
と
不
安
を
分
か
ち
合

い
、
同
じ
ゼ
ミ
の
仲
間
や
先
生

と
過
ご
す
毎
日
が
楽
し
か
っ
た

お
か
げ
で
、
今
で
は
す
っ
か
り

慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
生
活
創
造
学
科
は
、
自
分
の

興
味
の
あ
る
講
義
を
自
由
に
選

ぶ
こ
と
が
で
き
、
幅
広
い
分
野

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
生
活
福
祉
ゼ
ミ
に
所
属
し

て
お
り
、
貧
困
や
虐
待
、
性
別

役
割
分
業
な
ど
の
福
祉
問
題
に

つ
い
て
深
く
学
び
、
今
ま
で
知

ら
な
か
っ
た
現
状
や
社
会
構
造

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

以
前
と
今
と
で
は
福
祉
に
対
す

る
考
え
方
も
変
わ
り
、
こ
れ
か

ら
も
必
ず
役
に
立
つ
も
の
だ
と

強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
春
か
ら
は
、
地
元
帯
広
の
金

融
機
関
で
営
業
事
務
と
し
て
働

き
ま
す
。
辛
い
こ
と
が
あ
っ
て
も

め
げ
ず
に
、
短
大
生
活
で
学
ん

だ
知
識
を
活
か
し
て
素
敵
な
社

会
人
に
な
り
ま
す
。
北
星
短
大

で
過
ご
し
た
時
間
や
友
人
、
先

生
は
永
遠
の
宝
で
す
。
卒
業
生

と
し
て
誇
り
を
持
ち
、
こ
れ
か

ら
も
人
生
を
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

　
私
の
大
学
生
活
は
、
常
に
前

向
き
に
恐
れ
る
こ
と
な
く
授
業

や
学
内
の
活
動
に
取
り
組
み
、

探
究
心
は
絶
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
、
分

か
ら
な
い
こ
と
を
恐
れ
て
立
ち

止
ま
る
こ
と
が
、
ど
ん
な
に
大

学
生
活
を
無
駄
に
し
て
し
ま
っ

て
い
る
か
を
経
験
し
た
か
ら
で

す
。
　
そ
の
最
た
る
も
の
が
、
2
年

次
に
履
修
し
た
海
外
事
情
で
す
。

学
部
も
学
科
も
異
な
っ
た
学
生

た
ち
が
履
修
し
て
い
ま
し
た
が
、

回
数
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
が
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
中

で
団
結
し
て
い
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
想
い
は
虚
し
く
突
然
の

中
止
に
。
天
を
仰
ぎ
ま
し
た
が
、

そ
こ
か
ら
が
本
当
の
授
業
の
始

ま
り
で
し
た
。
現
地
へ
行
け
な

い
な
ら
札
幌
で
教
授
や
社
会
人

の
外
国
人
を
招
い
て
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
し
よ
う
と
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
修
正
し
臨
み
ま
し
た
。
正
し

い
英
語
が
話
せ
な
い
か
ら
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
怠
る
の
で

は
な
く
、
伝
え
る
意
思
が
重
要

だ
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
失
敗

を
恐
れ
ず
自
分
自
身
を
さ
ら
け

出
す
こ
と
。
こ
の
時
の
出
来
事

は
大
学
生
活
の
全
て
に
活
か
さ

れ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
学
生
活
後
半
に
は
、
国
際

ラ
ウ
ン
ジ
学
生
チ
ー
ム
Ｈ
Ｕ
Ｉ
Ｔ

に
所
属
し
留
学
生
と
学
部
生
の

交
流
促
進
の
た
め
の
企
画
運
営

を
行
い
、Ｓ
Ｍ
Ｃ
団
体
の
北
星
ネ

ッ
ト
で
は
被
災
地
派
遣
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
運
営
に
、
よ
り
一
層

携
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
源
は「
一

歩
踏
み
出
す
勇
気
」
で
す
。
失

敗
も
成
功
も
何
事
も
踏
み
出
さ

な
い
と
成
り
得
ま
せ
ん
。
北
星

と
い
う
学
び
舎
で
の
4
年
間
は
、

か
け
が
え
の
な
い
仲
間
や
寄
り

添
っ
て
く
だ
さ
る
温
か
い
教
職

員
に
支
え
ら
れ
た
生
涯
忘
れ
ら

れ
な
い
日
々
と
な
り
ま
し
た
。

一
歩
踏
み
出
す
こ
と

の
勇
気

北
星
学
園
大
学
で
の

４
年
間
を
振
り
返
っ
て

「
縁
」
に
恵
ま
れ
た

 
４
年
間

あ
れ
か
ら
２
年
、

そ
し
て
卒
業

　
43
年
間
の
長
い
教
師
生
活
を
終
え

よ
う
と
す
る
い
ま
、
感
慨
深
い
も
の

が
あ
る
。
11
年
前
に
北
大
を
定
年
前

に
辞
し
、
こ
ち
ら
に
移
る
に
あ
た
っ

て
は
躊
躇
も
あ
っ
た
が
、
人
生
の
秋

を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
者
を
暖
か
く
迎

え
入
れ
て
く
れ
た
北
星
に
む
し
ろ
感

謝
す
る
ば
か
り
だ
。

　
と
い
う
の
も
、
ず
っ
と
教
え
た
か

っ
た
ア
メ
リ
カ
文
学
史
の
講
義
を
北

星
で
受
け
持
つ
こ
と
が
で
き
た
し
、

ゼ
ミ
を
担
当
す
る
こ
と
も
で
き
た
か

ら
だ
。
行
政
法
人
化
以
降
の
旧
国
立

大
学
は
中
期
目
標
・
中
期
計
画
、
点

検
評
価
、
改
革
の
た
め
の
改
革
案
な

ど
様
々
な
（
と
き
に
愚
か
し
い
）
書

類
作
り
で
忙
し
く
な
る
一
方
で
あ
っ

　
始
め
た
ま
た
ま
う
ま
く
行
く
と
い
う

の
は
、
た
い
へ
ん
ま
ず
い
出
発
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

ア
ラ
ン

　
な
ぜ
な
ら
、
「
あ
る
存
在
が
わ
れ

わ
れ
に
好
意
を
約
束
す
る
や
い
な

や
、
わ
れ
わ
れ
の
認
識
能
力
は
す
ぐ

に
停
止
し
、
期
待
す
る
こ
と
以
外
の

力
は
働
か
な
く
な
る
」
か
ら
。
始
め

た
ま
た
ま
う
ま
く
行
く
の
は
、
ま
ず

い
出
発
だ
。
ほ
ん
と
う
で
あ
る
。
し

　
北
星
学
園
に
奉
職
し
て
43
年
、
法

人
本
部
に
始
ま
り
大
学
、
余
市
高
に

勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大

学
に
は
通
算
26
年
、
教
育
・
研
究
活

動
を
支
え
る
仕
事
に
携
わ
り
、
そ
こ

で
多
く
の
人
と
出
会
い
ま
し
た
。
そ

の
一
つ
一
つ
の
出
会
い
の
中
で
は
、

い
つ
も
学
生
や
教
職
員
の
み
な
さ
ま

か
ら
学
び
、
そ
し
て
支
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
大
学
で
は
施
設
設
備
の
維
持
管
理

に
関
わ
る
業
務
か
ら
国
際
交
流
、
情

報
シ
ス
テ
ム
、言
語
部
門
、共
通
部
門
、

学
部
・
学
科
、
学
生
支
援
、
管
理
運

営
に
関
わ
る
業
務
、
そ
し
て
北
星
オ

ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
、
多
く

の
業
務
に
関
わ
り
、
そ
れ
ら
を
と
お

か
し
、
こ
れ
が
わ
か
る
に
は
「
年
季｣

が
い
る
。
何
度
失
敗
に
悔
や
ん
だ
だ

ろ
う
か
。
最
初
か
ら
、
人
は
自
分
が

祝
福
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
欲
す
る
か

ら
だ
。
失
敗
は
裁
き
だ
と
思
う
か
ら

だ
。
こ
と
が
ら
に
縛
ら
れ
て
い
る
の

だ
。
出
来
事
の
い
い
な
り
に
な
っ
て

い
る
。
人
が
い
い
の
だ
ろ
う
な
。

　
始
め
う
ま
く
行
っ
た
ら
、
次
も
そ

う
だ
と
思
う
。
そ
の
う
ち
に
結
果
に
、

今年度退職される14名の教職員のうち4名の方からメッセージをいただきました。 退 職 教 職 員 か ら の メ ッ セ ー ジ

経済学部
経営情報学科

片山　由貴
かたやま　   ゆ  き

短期大学部
生活創造学科

齊藤　光紅
さいとう　   み  く

社会福祉学部
福祉計画学科

舘岡　佑人
たておか     ゆう と

文 学 部
英文学科

蜂谷　優花
はち や　　 ゆう か　 

終
わ
り
の
時
に

　文学部　教授　

神谷　幹夫
かみ や　   みき お

北
星
で
の

出
会
い
に
感
謝

社会連携課
職　員

長澤　武雄
ながさわ　  たけ お

「
入
学
」と「
卒
業
」

そ
し
て
終
活
へ

短期大学部
生活創造学科　教授

溝口　雅明
みぞぐち     まさあき

北
天
の
星
が

輝
き
続
け
る
た
め
に

文 学 部
英文学科　教授

伊藤　　章
  い とう　　　あきら　 

　
1
9
9
2
年
、
縁
あ
っ
て
北
星
女

子
短
大
生
活
教
養
学
科
に
「
入
学
」

し
ま
し
た
。
当
時
35
歳
の
私
に
と
っ

て
は
6
回
目
の
転
職
で
し
た
。
あ
れ

か
ら
26
年
、
五
千
人
を
越
え
る
学
生

た
ち
が
入
学
し
、
卒
業
し
て
い
き
ま

し
た
。
四
十
代
半
ば
ま
で
は 

「
社
会
に

た
が
、
こ
ち
ら
で
は
ペ
ー
パ
ー
ワ
ー

ク
に
あ
ま
り
煩
わ
さ
れ
ず
に
教
育
と

研
究
に
専
念
で
き
た
か
ら
で
も
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
文
学
と
都

市
小
説
に
関
す
る
『
エ
ト
ノ
ス
と
ト

ポ
ス
で
読
む
ア
メ
リ
カ
文
学
』、
ア
メ

リ
カ
演
劇
に
関
す
る
『
ア
メ
リ
カ
演

劇
と
そ
の
伝
統
』
と
、
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
め
い
た
も
の
を
二
冊
、
後
援
会
の

出
版
助
成
を
賜
っ
て
上
梓
で
き
た
こ

と
に
対
し
て
は
、
感
謝
の
念
が
尽
き

る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
人
生
の
秋

は
実
り
の
秋
で
も
あ
っ
た
の
だ
か
ら
。

　
同
僚
た
ち
や
大
勢
の
事
務
職
員
か

ら
も
こ
ん
な
に
お
世
話
に
な
っ
た
北
星

だ
か
ら
、
そ
の
行
く
末
が
気
に
な
る
。

北
星
に
は
専
門
学
校
の
よ
う
に
な
っ
て

も
ら
い
た
く
な
い
。
社
会
の
ニ
ー
ズ
な

ど
と
い
う
、
流
行
り
も
の
に
左
右
さ
れ

て
ほ
し
く
な
い
。
あ
く
ま
で
も
リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ツ
（
自
我
を
狭
い
檻
か
ら
解
き

放
っ
て
く
れ
る
教
養
教
育
）
を
基
盤

に
、
学
生
た
ち
を
リ
ベ
ラ
ル
で
寛
容
な

大
人
と
し
て
成
熟
さ
せ
る
場
で
あ
っ
て

ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
北
天
の
星
は

こ
れ
か
ら
も
輝
き
続
け
る
で
あ
ろ
う
。

送
り
出
す
」
と
い
う
気
持
ち
だ
っ
た

の
で
す
が
、
自
分
の
子
ど
も
と
同
い

年
の
学
生
が
卒
業
す
る
頃
か
ら
、「
取

り
残
さ
れ
て
い
る
」
と
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
色
々
や
り
た
い
こ

と
も
あ
っ
て
、
定
年
前
倒
し
で
元
気

な
う
ち
に
「
卒
業
」
さ
せ
て
も
ら
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
2
0
0
7
年
か
ら
F
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

を
始
め
て
い
ま
す
。
実
名
と
大
学
名

を
公
開
し
て
い
た
の
で
、
昔
の
卒
業

生
と
も
連
絡
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
は
趣
味
の
俳
句
や
短
歌

を
書
く
【
オ
ヤ
ジ
記
念
日
】
と
、
学
生

た
ち
や
卒
業
生
た
ち
と
の
交
流
を
書

く
【
ゼ
ミ
日
誌

：

不
定
期
】
の
2
つ
を

は
「
仮
名
」
で
す
。
ご
安
心
を
。

　
さ
て
、
写
真
と
似
顔
絵
は
「
あ
な
た

が
死
ん
だ
ら
、
墓
石
に
刻
ま
れ
る
言

葉
」
と
い
う
お
遊
び
ゲ
ー
ム
を
し
た

時
の
結
果
で
す
。
こ
ん
な
説
明
も
…

「
あ
な
た
の
ユ
ー
モ
ア
セ
ン
ス
は
死
ん

で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
！
こ
の
墓
石
の
言

葉
は
あ
な
た
の
愛
す
る
人
々
へ
の
最
後

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
絶
対
に
忘
れ
ら

れ
な
い
で
し
ょ
う
」。
短
大
ク
リ
ス
マ

ス
礼
拝
に
一
首
詠
み
ま
し
た
。「
さ
よ

う
な
ら
チ
ャ
ペ
ル
の
十
字
架
・
オ
ル
ガ

ン
よ
　
最
後
の
讃
美
歌
し

み
じ
み
唄
う
」。
今
後
は

終
活
へ
向
け
て
色
々
と
勉

強
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
て
出
会
っ
た
学
生
、
教
職
員
、
同

窓
生
を
は
じ
め
、
学
外
の
関
係
す
る

皆
様
に
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
、
働
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
、
物
事
に
取
り
組
む

姿
勢
と
し
て
、
先
ず
第
一
に
誠
実
で
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
自
分
の
考
え
は
明
確

な
理
由
（
根
拠
）
を
添
え
て
伝
え
、
そ

れ
に
基
づ
く
過
程
と
成
果
を
わ
か
り

や
す
く
説
明
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
組

織
と
し
て
物
事
を
成
し
遂
げ
る
に
は
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
も
必
要
で
す
が
、

組
織
に
関
わ
る
全
員
が
ベ
ク
ト
ル
を

合
わ
せ
て
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え

る
た
め
の
柔
軟
な
調
整
が
求
め
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　
北
星
学
園
大
学
に
は
、
様
々
な
職

務
を
と
お
し
て
多
く
の
出
会
い
を
与

え
い
た
だ
き
、
成
長
で
き
ま
し
た
こ

と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
北
星
学
園
大
学
の
応
援
隊
の
一
員

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
益
々
の
ご
発

展
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

卒業生から一言
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2
0
1
7
年
7
月
1
日
〜
2
0
1
8
年
1
月
31
日
報
告
分
か
ら
抜
粋

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

◆
男
子
第
69
回
・
女
子
第
62
回
北
海
道
大
学

　バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

◆
第
2
回
ウ
ィ
ン
タ
ー
リ
ー
グ

　

　【
女
子
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
】

　第
2
位

【
羽
球
部
】

◆
第
59
回
北
海
道
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
秋
季
リ
ー
グ
戦
大
会

　【
女
子
2
部
リ
ー
グ
】

　2
位

◆
第
64
回
北
海
道
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
会
長
杯

　争
奪
戦
選
手
権
大
会

◆
第
48
回
北
海
道
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
新
人
戦
大
会

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

◆
第
44
回
原
崎
杯
北
海
道
大
学
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

　リ
ー
グ
秋
季
大
会

　

　【
男
子
3
部
リ
ー
グ
】

　1
位
、
2
部
昇
格

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
】

◆
平
成
29
年
度
第
58
回
札
幌
市
民
大
会

　ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技

【
文
学
研
究
会
】

◆
読
書
会

　月
に
1
回
程
度
で
開
催

◆
書
評
作
成

　機
関
紙
発
行
補
助

【
放
送
研
究
会
】

◆
第
34
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
大
学
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
予
選

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ルa

b
le

】

◆
社
会
福
祉
法
人
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

　通
年
定
期
的
に
参
加

◆
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◆
厚
別
園
夏
ま
つ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◆
ど
ろ
ん
こ
ジ
ュ
ニ
ア

　通
年
定
期
的
に
参
加

【
ラ
グ
ビ
ー
部
】

◆
第
47
回
北
海
道
選
手
権
大
会

　優
勝

◆
セ
ブ
ン
ズ
大
会

◆
イ
ン
カ
レ
敗
者
戦

【
ラ
ク
ロ
ス
部
】

◆
ラ
ク
ロ
ス
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
ズ
キ
ャ
ン
プ
2
0
1
7

◆
第
23
回
北
海
道
学
生
ラ
ク
ロ
ス
リ
ー
グ
戦

◆
秋
季
大
会

◆
2
0
1
7
年
度
夏
季
女
子
１
年
生
大
会

◆
2
0
1
7
年
度
オ
ー
タ
ム
ス
テ
ー
ジ

　【
男
子
】

　第
2
位

【
陸
上
競
技
部
】

◆
第
90
回

　北
海
道
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

◆
天
皇
賜
盃

　第
86
回
日
本
学
生
陸
上
競
技
対
校
手
権
大
会

◆
第
72
回
国
民
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会
北
海
道
選
手

　選
考
会

　

　【
成
年
男
子
走
り
高
跳
び
】

　2
位

◆
北
海
道
知
事
杯
第
29
回
北
海
道
大
学
駅
伝
対
校
選
手

　権
大
会
兼
秩
父
宮
杯
第
49
回
全
日
本
大
学
駅
伝
対
校

　選
手
権
大
会
北
海
道
地
区
選
考
会

◆
第
21
回
道
央
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　

　【
女
子

　走
幅
跳
】

　
　
　第
１
位

：

藤
澤

　言
羽

　【
女
子

　三
段
跳
】
　
　
　第

2
位

：

藤
澤

　言
羽

◆
北
海
道
マ
ラ
ソ
ン
2
0
1
7

◆
第
46
回
北
海
道
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　

　【
女
子

　三
段
跳
】
　
　
　第

1
位

：

藤
澤

　言
羽

　【
女
子

　1
0
0
m
H
】
　第

1
位

：

遠
山
ち
ひ
ろ

◆
第
82
回
札
幌
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

◆
第
72
回
空
知
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　【
男
子

　8
0
0
m
】

　
　第

1
位

：

宍
戸

　遼
真

　他

　11
名

【
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
】

◆
札
幌
市
民
体
育
大
会

　準
決
勝

◆
平
成
29
年
度
北
海
道
学
生
リ
ー
グ
兼

　イ
ン
カ
レ
予
選
会

◆
第
15
回
北
海
道
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
兼

　第
90
回
日
本
学
生
氷
上
競
技
選
手
権
大
会
北
海
道
予
選

◆
第
15
回
北
海
道
学
生
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ

【
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
ぽ
ら
り
す

.

】

◆
ク
ロ
ー
バ
ー
夏
祭
り

◆
同
窓
会
定
期
総
会
・
懇
親
会

◆
ぽ
ら
フ
ェ
ス
2
0
1
7

◆
『poralis station

』
１
年
生
主
体
ラ
イ
ブ

【
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

◆
秋
季
選
手
権
大
会

◆
2
0
1
7
年
秋
季
シ
ー
ズ
ン
大
会

◆
秋
季
リ
ー
グ
戦

【
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
部
】

◆
第
28
回
全
日
本
大
学
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
選
手
権
大
会

　北
海
道
・
東
北
地
区
予
選

【
映
画
研
究
会
】

◆
自
主
制
作
映
画
の
撮
影

◆
上
映
会

　月
に
１
回
程
度
で
開
催

◆
ホ
ラ
ー
映
画
グ
ラ
ン
プ
リ

【
演
劇
サ
ー
ク
ル
】

◆
2
0
1
7
年
北
星
学
園
大
学
演
劇
サ
ー
ク
ル

　星
学
祭
公
演

【
演
舞
同
好
会
】

◆
酪
農
学
園
大
学

　白
樺
祭

◆
す
す
き
の
祭
り
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
バ
ト
ル

　す
す
き
の
観
光
協
会
大
賞

◆
室
蘭
工
業
大
学

　工
大
祭

◆
白
老
八
幡
神
社
例
大
祭

【
お
と
し
よ
り
研
究
会
】

◆
北
広
島
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
祭
り

◆
北
翔
大
学

　北
翔
祭

◆
ア
ン
デ
ル
セ
ン
グ
ル
メ
祭
り
2
0
1
7

【
弓
道
部
】

◆
第
64
回
全
道
弓
道
選
手
権
大
会

◆
平
成
29
年
度
第
21
回
中
央
地
区
弓
道
大
会

◆
第
58
回
札
幌
市
民
大
会

　【
大
学
女
子
の
部
】

　
　優

　勝

：

中
野

　彩
理

◆
第
49
回
全
道
学
生
弓
道
新
人
戦

【
競
技
ダ
ン
ス
部
】

◆
前
期
新
人
戦

◆
東
北
戦

◆
全
道
戦

【
軽
音
楽
部
】

◆
7
月
ラ
イ
ブ

◆
学
祭
ラ
イ
ブ

【
剣
道
部
】

◆
第
65
回
北
海
道
学
生
剣
道
優
勝
大
会

　第
43
回
北
海
道
女
子
学
生
剣
道
優
勝
大
会

◆
第
55
回
北
海
道
学
生
剣
道
新
人
戦
大
会

　第
34
回
北
海
道
女
子
学
生
剣
道
新
人
戦
大
会

◆
第
53
回
全
日
本
基
督
教
関
係
大
学
剣
道
大
会

【
硬
式
庭
球
部
】

◆
北
海
道
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
（
夏
季
大
会
）

　

　【
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

　準
優
勝

：

三
浦

　萌
香

　【
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】  

　
　優

　勝

：

三
浦

　萌
香

【
硬
式
野
球
部
】

◆
秋
季
リ
ー
グ
戦

　【
3
部
リ
ー
グ
】

　
　
　準
優
勝

◆
秋
季
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

【
サ
ッ
カ
ー
部
】

◆
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
リ
ー
グ

◆
学
生
リ
ー
グ

◆
ア
イ
デ
ム
カ
ッ
プ

【
社
会
福
祉
研
究
会
】

◆
学
習
報
告
会

　月
に
1
回
程
度
で
開
催

【
写
真
部
】

◆
新
人
展

【
準
硬
式
野
球
部
】

◆
第
35
回
全
日
本
大
学
9
ブ
ロ
ッ
ク
対
抗

　準
硬
式
野
球
大
会

【
障
が
い
児
者
福
祉
研
究
会
】

◆
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◆
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

【
少
林
寺
拳
法
部
】

◆
少
林
寺
拳
法
創
始
70
周
年
記
念

　第
48
回
少
林
寺
拳
法
北
海
道
学
生
大
会

　

　【
自
由
単
独
演
武
男
子
弐
段
以
上
の
部
】
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　第

1
位

：

尻
江

　幸
市

【
書
道
部
】

◆
第
23
回
光
芒
書
展

【
吹
奏
楽
部
】

◆
チ
ャ
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

◆
定
期
演
奏
会

◆
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｏ
コ
ン
サ
ー
ト

【
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
流
】

◆U
pdraft 

vol. 

11

◆
星
学
祭

◆D
A

N
C

E A
LIV

E H
ER

O
'S

 R
IZ

E

【
武
田
流
中
村
派
合
気
道
部
】

◆
第
42
回
学
生
合
気
道
選
手
権
大
会
（
全
国
大
会
）

◆
第
13
回
北
海
道
学
生
選
抜
合
気
道
大
会
兼

　第
18
回
新
人
戦

　

　【
新
人
部

　捕
技
乱
取
の
部
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　優

　勝

：

山
根

　
　耕

　【
新
人
部

　打
ち
込
み
】

　第
2
位

：

山
根

　
　耕

　【
個
人
捕
技
乱
取
の
部
】

　第
1
位

：

沖
津

　大
樹

　【
個
人
綜
合
乱
取
の
部
】

　優

　勝

：

杉
崎

　伸
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

第
2
位

：

山
田

　侑
弥

【
軟
式
庭
球
部
】

◆
平
成
29
年
度
秋
季
北
海
道
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

◆
北
海
道
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
新
人
大
会

◆
第
58
回
北
海
道
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン
ド
ア
大
会

【
軟
式
野
球
部
】

◆
秋
季
大
会

編
集
後
記

　
　

２
０
１
７
年
12
月
、
学
生
医
療
互

助
会
で
は
初
の
企
画
と
な
る
50
円

夕
食
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
の
企
画
は
、
昨
年
度
か

ら
始
ま
っ
た
学
生
の
食
生
活
改
善

を
目
的
と
し
た
朝
食
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
「
夕
食
版
」
と
し

て
大
学
生
協
と
連
携
を

し
、
50
円
の
夕
食
を
提

供
し
ま
し
た
。

初
の
試
み
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
夕
食
と
い

う
こ
と
で
朝
食
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
は
な
か
な
か

参
加
で
き
な
い
学
生
や

一
人
暮
ら
し
で
作
る
の

が
大
変
、
部
活
動
や
講

義
前
に
ご
は
ん
を
食
べ

た
い
と
い
う
多
く
の
学

生
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

内
容
は
朝
食
以
上
に
栄
養
も
ボ

リ
ュ
ー
ム
も
満
点
な
、
主
菜
・
ご

飯
・
味
噌
汁
・
小
鉢
２
品
・
デ
ザ
ー

ト
１
品
の
日
替
わ
り
で
約

７００
円
相

当
の
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
ま
し

た
。（
内
、６５０
円
分
は
学
生
医
療
互

助
会
負
担
）

今
回
実
施
さ
れ
た
３
日
間
と
も

大
変
好
評
で
、
限
定

１５０
食
を
完
売

い
た
し
ま
し
た
。

学
生
医
療
互
助
会
で
は
、
今
後

も
学
生
た
ち
が
健
康
的
な
学
生
生

活
を
送
れ
る
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
面

か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

『
学
生
医
療
互
助
会
の
企
画
』

２
０
１
７
年
９
月
16
日
（
土
）、

北
星
学
園
大
学
サ
ッ
カ
ー
部
創
部

50
周
年
記
念
祝
賀
会
を
大
学
会
館

３
階
で
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、

歴
代
顧
問
の
先
生
方
２
名
を
含

め
、
第
一
期
生
か
ら
現
役
学
生
ま

で
の
総
勢
80
名
以
上
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
初
代
顧
問
で
あ
っ
た

三
宅
章
介
先
生
に
祝
辞
を
い
た
だ

北
星
学
園
大
学
サ
ッ
カ
ー
部

創
部
50
周
年
記
念
祝
賀
会

き
、
続
い
て
サ
ッ
カ
ー
部
創
部
メ

ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
片
山
敏
治

様
の
乾
杯
で
祝
賀
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。

や
が
て
祝
賀
会
も
中
盤
に
差
し

か
か
る
頃
、
現
顧
問
で
あ
る
中
村

一
浩
先
生
の
指
名
で
歴
代
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
の
中
か
ら
中
村
先
生
が
特
に

印
象
に
残
っ
て
い
る
方
を
指
名

し
、
一
人
一
言
ス
ピ
ー
チ
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ス
ピ
ー
チ
で
は
、
歴

代
の
キ
ャ
プ
テ
ン

や
得
点
王
、
元
宴
会

部
長
に
、
元
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
な
ど
、
突
然

の
指
名
に
も
関
わ

ら
ず
大
い
に
盛
り

上
が
る
お
話
で
祝

賀
会
終
了
予
定
時

刻
を
大
幅
に
延
長

　こ
の
３
月
で
本
学
を
卒
業
さ
れ
た

皆
さ
ま
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
日
か
ら
皆
さ
ま
は
同
窓
会
の

一
員
と
な
り
ま
す
。
同
窓
生
一
人
一
人

の
つ
な
が
り
が
同
窓
会
活
動
を
支
え

て
い
ま
す
。
住
所
や
勤
務
先
が
変
わ
ら

れ
た
際
に
は
、
同
窓
会
事
務
局
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。
次
号
で
は
２
０
１
８

年
10
月
20
日
（
土
）
開
催
予
定
の
総

会
・
懇
親
会
の
ご
案
内
を
い
た
し
ま

す
。
同
窓
生
同
士
と
教
職
員
が
交
流

で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
の
で
、
多
く

の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。    

　
　
　
　

  

〈
同
窓
会
事
務
局

　西
藤
〉

多くの学生たちでにぎわう夜の食堂（大学会館 3 階）

「大学サポーターズ寄付金」を開始しました
　北星学園大学及び短期大学部では、財政基盤の充実・強化を図り、教
育研究、学生支援、社会貢献等に係る各種事業をさらに発展させること
を目的に「北星学園大学サポーターズ寄付金」を開始しました。
　この寄付金は、寄付者自らの思いを直接活かせるよう、ご寄付の使途
先をお選びいただけます。またクレジットカードの利用によりインター
ネットでもお申込みいただくことができ、税控除の対象ともなります。
　皆さま一人ひとりが大学・短大部のサポーターとして、ご協力いただ
けると幸いに存じます。お申込み方法等の詳細につきましては、大学ウェ
ブサイトをご覧ください。
　　　　　　　　　　      http://www.hokusei.ac.jp/donation/

大学ホームページから卒業生の住所
変更ができます。ご利用ください。

北星学園大学同窓会事務局
札幌市厚別区大谷地西 2 丁目 3-1
〒００４-８６３１

TEL：011-891-2731　
メール：dousoukai@
            hokusei.ac.jp

http://www.
hokusei.ac.jp/
alumni_association/

中村先生の乾杯の言葉

大谷地キャンパスにて 旭川支部のみなさんと

す
る
ほ
ど
で
し
た
。

最
後
は
、
33
年
間

の
長
き
に
渡
り
サ
ッ

カ
ー
部
顧
問
を
務
め

て
い
た
だ
い
た
中
村

一
浩
先
生
の
乾
杯
で

祝
賀
会
は
終
了
と
な

り
ま
し
た
。

後
日
、
参
加
し
た

Ｏ
Ｂ
の
方
か
ら
「
み

ん
な
感
動
し
て
い
ま

し
た
」
「
新
し
い
校

舎
も
見
学
で
き
有
意

義
な
パ
ー
テ
ィ
で
喜

び
も
ひ
と
し
お
で
し

た
」
と
の
感
想
も
い

た
だ
き
、
50
周
年
と

い
う
節
目
の
年
に
祝

賀
会
を
開
け
た
こ
と

を
喜
ば
し
く
思
っ
た

次
第
で
す
。




